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説
一

一保
ι

州国
山

問

受
診
率
と
は

ど
ん
な
乙
と
か
。

答
被
保
険
者
一

O
O
人
当
り
の
受

診
件
数
で
%
で
示

さ
れ
ま
す
。
解
り

や
す
く
い
い
ま
す

と
、
被
保
険
者
一

人
が
年
何
回
医
者

的

に
か
か
っ
た
か
と

1
仰

い
う
乙
ど
を
示
す

引

慨

も
の
で
、
最
近
の
率
は
二
回
程

l
按

一「

度
と
な
っ
て
お
り
ま
す

日

に
一一

間
給
付
期
間
は
三
年
と
い
う

年

叩

二

意
味
は
。

お

卯

一
一
答

国
民
健
康
保
険
法
に
規
定

和

時

一一

し
で
あ
る
乙
と
で
、
同
一
病
気

昭

m一九
が
継
続
す
る
場
合
三
年
経
過
す

何

一J

る
と
給
付
を
打
切
っ
て
し
ま
う

一
、

乙
と
で
あ
り
、
入
院
、
舛
飛
を

)

=

関
わ
ず
乙
の
措
置
を
と
る
と
と

一

こ

に
な
り
ま
す
。

一F

問

助
産
費
、
葬
熊
賀
を
ゐ
つ

初
日
・
産
業
研
究
発
表
大
会

と
増
加
で
き
な
い
だ
ろ
う
か

答
な
る
べ
く
多
額
の
支
給
を

す
る
と
と
が
良
い
の
で
す
が
.

何
分
に
も
ζ
の
財
棋
は
、
保
険

税
と
し
て
皆
様
に
負
担
し
て
い

た
X
く
と
と
で
あ
り
、
増
額
す

れ
ば
そ
れ
だ
け
保
険
税
を
堵
額

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。
財
源
の
見
通
し
が
つ

き
、
皆
織
に
負
担
を
か
け
な
い

と
い
う
乙
と
が
は
っ
き
り
す
れ

ば
少
し
で
も
ど
要
望
に
応
じ
た

い
と
凪
い
ま
す
。
し
か
し
、
と

れ
ら
は
い
ず
れ
も
一
件
一

0
0

0
斗
で
と
の
金
額
は
全
国
平
均

の
水
準
で
す
。

問

一
点
単
価
改
正
の
値
上
り

を
押
え
る
方
法
は
な
い
か。

答

昨
年
十
月
一
日
か
ら
施
行

に
な
っ
た
単
価
改
正
に
伴
う
値

上
り
に
つ
い
て
は
、
保
険
者
と

し
て
の
市
町
村
は
、
被
保
険
者

お
よ
び
保
険
者
の
負
担
捕
に
な

る
と
の
理
由
で
反
対
し
て
来
た

わ
け
で
あ
り
ま
す
が
、
反
対
意

見
は
入
れ
ら
れ
ず
厚
生
省
令
と

し
て
施
行
に
な
っ
た
わ
け
で
、

大
村
市
自
体
の
力
で
、
押
え
る

乙
と
は
で
き
な
い
の
が
現
状
で

す。間

三
十
四
年
度
で
医
療
費
の

増
加
し
た
理
由
は

答

先

づ
第
一

に
昨
年
十
月
一

日
か
ら
医
療
費
が
値
上
り
し
、

厚
生
省
で
は
平
均
八

・
五
%
増

収
に
な
る
よ
う
点
数
表
を
変
え

た
と
発
表
し
て
い
ま
す
が
実
際

は
一
O
%
程
度
増
加
し
て
い
る

と
と
。
次
に
新
し
い
国
民
健
康

保
険
法
の
施
行
と
と
も
に
、
従

来
色
々
と
制
限
を
し
て
お
り
ま

し
た
給
付
内
容
を
、
歯
科
の
ほ

て
つ
、
入
院
時
の
給
食
、
寝
具

設
備
を
除
い
て
す
べ
て
給
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
乙

と
。
最
後
に
本
年
度
か
ら
助
産

瞳盟聾

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
、
大
村
市
四

H
ク
ラ
ブ
主
催
の
産
業
研
究
発
表
大
会
は
一
月
二
十
日
午
前
九
時
か
ら
叩
央
公
民
舘
で
開
か
れ
ま
す
。

当
日
は
農
業
技
術
、
農
業
経
営
、
そ
の
他
日
ど
ろ
研
究
の
成
果
を
発
表
し
て
、
参
加
者
一
同
で
共
同
研
究
と
討
議
を
し
ま
す
。
一
般
の
か
た
も
多
数
ご
来
聴
く
だ
さ
い
。

(市
教
委
)



高
等
部
に
わ
か
れ
て
教
育
を
曳
け
一
給
二

O
O円
t
二
ニ

O
円
(
一
、

て
お
り
、
現
在
約
五
百
名
の
児
童
一六
O
O円
)

生
徒
が
就
学
し
て
い
ま
す
。
一
ム
男
子
土
工
多
数
(
経
験
者
)

大
村
瞥
察
署
で
は
二
十
三
日
大
石

・

ぞ

耳
が
聞
え
な
い
た
め
話
が
出
来

一な
い
者
で
、
満
十

一
才
未
満

(昭
一な
か
に
は
こ
の
学
校
で
習
得
し
た
一

賀
槻
ダ
ム
工
事

詳

し
く
は
大
村

の
誤
臨
時
訪
れ
日
訪
日
時
計
訪
日
間
同
時
例
の
武
一一
…問
訪
問

J

…
一
品
目
む
丘
町
均
一
計
十
託
紅
白
川
い
一
山
一一組
問
日
間
日
石
川
村山
川
口
五
日
間
お
一職
安まで

七
月
末
日
で
請
求
権
が
な
く
な
り
一
一
時
扶
助
料
H
①
一
時
恩
給
者
一
と
の
日
は
午
前
中
は
署
員

j
一一

一

'

'

-
け
て
希
望
す
る
乙
と
を
書
面
に

一

県
立
関
学
校
(
大
村
市
植
松
郷
電

一す。

一
し
て
い
る
人
た
ち
も
多
〈
、
耳
の
一

ま
す
の
で
、
該
当
の
万
は
早
急
に

十
が
退
職
後
死
亡
し
た
も

の
の
遺
族
一
の

試
合
を
行
な
い
、
午
後
か
灯
一
一

食

品
衛
生
法
で
食
用

色

ヱ

し
て
提
出
す
る
o

y

話
回
四
四
番
)
で
は
、
昭
和
三
十
一
市
内
に
、
こ
の
よ
う
な
児
童
を一

不
自
由
な
人
に
明
る
い
希

望

完

一

1
p
mマ
イ

ル

手
続
き
さ
れ
る
よ
う
県
で
は

gf②公
認

d
を
受
け
る
権
利
を
一

国
義
容
所
を
は
じ
め
川
棚
、

諌
一
一
つ
い
て
規
定
が
で
き
た
の
は
』
乙
の
書
面
に
議
員
の
署
名

が

み

五

年
度
の
入
学
該
当
児
暴
集
レ
玄
ち
の
か
た
や
近
所
に
心
当
り
一
た
せ
る
学
校
で
あ
り
ま
す
。

一

口

|

ド

レ

i
ス

か
け
て
い
ま
す
。

τつ
も
の
山
遺
族
き
れ
以
外
の
一早

両
隣
接
署
を
交
え
た
柔
剣
道
の
一
一
和
一
干
二
年
か
ら
で
あ
る
。
、
一
あ
る
と
請
願
普
と
な
り
、
議

員

間

て

お

り

ま

す

。

一

の

か

た

が

お

ら

れ

た

ら

町

総

代

、
一
入
学
に
つ
い
て
く
わ
し
い
と
と
一

第
十
三
回
全
国
十
マ
イ
ル
ロ
1

該
当
と
な
る
万
は
つ
ぎ
の
と
お

τので
、

伝

説

話

に
死

亡

志

会

事

挙
行
し
ま
す
。
市
民
一
一
許
可
さ
れ
て
い
る
色

喜

一

の

署
名

が

な

い

場

合

に

は

陳

情

一

該

当

児

童
は
満
六
才
に
な
っ
た
一
児
童
委
員
、
民
生
委
員
を
通
じ
て

一

語
教
育
委
員
会
か
、
ろ
う
学
校
τ

!

ス

長
崎
県
大
会
は
一
月
十

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

了

た

も

の
の
遺

族

。

一

袋

署

呼

び

か

け

て

い

ま
す
o

万

タ
!
ル
色
素
二
十
五
種
(
赤

ι一
審
と
い
う
。

月

受

克

(

昭

和

二
十
八
年
四
月
二
一
す
み
や
か
に
市
教
育
委
員
会
に
申
一に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

五
日
大
村
市
内
で
行
な
わ
れ
ま
す

普
通
恩
給
日
①
昭
和
二
十
一
年
く
わ
し
く
は
市
福
祉
事
務
所
へ
お
一

(大
村
警
察
署
)

一
て
一
だ
い
だ
い
色
二
、
黄
色
五
一
提
出
さ
れ
た
請
願
書
、
陳
情

一

日
か
ら
刷
二
十
九
年
四
月
百
ま

τ出
て

く

だ

さ

い

。

一

(市
教
育
委
員
会
)

一
当
日
は
県
内
の
函
選
手
約
七
十

二
月
一
日
で
前
旧
軍
人
と
し
て
受
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一

市

緑

色一一一
・

Z
一ニ
・紫
色
ご

と一

審

議

長
が
内
容
に
よ
っ
て
各

一

で
に
出
生
)
と
ま
だ
就
学
し
て
い
」

乙
の
学
校
は
小
学
部
、
申
学
部

一

一

祭

器

し
、
午
前
十
時
大
村
公

け
る
権
利
の
裁
定
委
け
た
も
の
一

q
H
i
l
l
i
-
-
j
B
i
ll
i
-
-‘
一

言

語

、
鉄
ク
ロ
ロ
フ
イ
リ
ユ

担
当
の
常
任
委
員
会
に
は
か
り

1
:
1
1
1
!
1
1
1
1
1
!
i
-
i
l
-
-
1
1
一図

書

グ

ラ
ン
ド
入
口
)
出
発

(旧
既
裁
定
者
)

一

市

、

公

営

住

宅

一

五

読

む

世

話

望

懇

話

詩

吟

本

一

播

種

時
の
管
理
H
播
豊
は
一
し
て
お
く
と
四
O
度
C
以
上
の
高
一松
原
大
村
火
力
発
電
所
入
口
往
復

当

日

川
町

民

日

立

町

一

長

期

未

納

者

の

皆

さ

ん

に

一
一
議
う
悪
質
な
業
者
も
い
る
ぶ

ま
た
書
面
提
出
者
こ
は
そ
の
?一

一
農

事

メ

モ

一

一第一

回
移
植
床
の
本
数
だ
け
の
種
一
視
と
な
り

、

季

語
γ

っ
と
と
が
一回

同

日

灯

時

五

時

れ

上
(
宋
裁
定
者

)

7
、
公
営
住
宅
に
住
ん
で
お
ら
一
に
完
納
さ
れ
る
よ
う
と
協
力
く
だ
一
一
で
、
あ
く
ど
い
色
の
食
品
は

千

択を
通
知
す
る
ζ
と
に
な
っ
て

m

-

レ
立
口

一
子
が
リ
れ
ば
よ
い
わ
け
で

げ
が
、
一
ヴ
る

の
で、

一ニ
O
度
C
以
上

に
は
一
を
起
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て

長

訂

当

時

一

れ

る

皆
さ
ん
に
は
、
毎
月
二
十
五
一
さ
い

o
S)
Fiji--一

一

;

一

一

軒

向

上

付

与

に

一九
日

諮

問

主

主

主

刊
誌

一

く

だ
さ
い
O

(

市
教
委
)

官
以
上
十
三
年
、
下
士
官
兵
で
は
一
日
ま
で
に
市
金
庫
ま
た
は
、
皇

1

1

1

1

1

1

一一

…
請

願

と

陳

情

は

一

一
…
国

会

へ

は

何

回

デ

…

は
、
ま
ず
ど
ん
な
栽
培
様
式
で
定
一
し
な
い

寝

苦

考

慮
し
て
題

一れ
で
は
な
ら
な
い
。
発
芽
適
温
は
一

1
1
1
1
1
1
1

十
二
年
未
満
②
旧
軍
属

(
章
一
所
に
使
用
料
を
納
め
て
い
た
だ
い一

納

税

証

明

書

な

ど

に

一一

ど

う

ち

が

う

か

…

一

モ

が

入

っ

た

か

一

、

植
す
る
か
を
定
め
、
と
の
定
星

雲

決

め
る
よ
う
に
い
た
し
ま
し
一
(
床
ヒ
コ
温
度
こ

一

千
三
O
度

一

農

林

業

セ

ン

サ

ス

で
軍
人
に
転
じ
、
実
議
長
七
一
て
お
り
ま
す
が
言
の
都
合
そ
一
手
数
料
が

い

り

ま

す

一

z
f
z
EL

司
会
巳

ζ
ほ

与

た

ん

か

ら

育

苗

日
数
を
差
引
い
た
時
が
一
ょ
う
o

ま
た
震

が
終
っ
た
ら
、
一

cぷ
?

と
考
え
ら
れ
る
o

ま
一
調

査

員

の

皆

さ

ん

へ

年
以
上
の
も
の
。

①
陸
軍
の
見
習
一

の
他
で
未
納
と
な
っ
て
お
ら
れ
る
一

従
来
、
納
税
証
明
曹
は
無

料
で
一
一

や
っ
て
も
ら
い
た
い

主

主

の

は
戦
後
三
回
で
昭
和
二
十
五

γ

喜

朗
に
な
る
わ
け
で
す
。

豆

一
セ
ン
チ

の

雪

量

土

、
じ
ゅ一
た
題

し

で
も
最
適
発
芽
目
撃
一

二
月

百
現
在
で
プ
九
六

O
Z

士
宮
お
よ
び
海
軍
の
候
補
筆

ょ
一
人
多
数
あ
り
ま

す

。

一

発

行
し
て
い
ま

誌

、

国
税

当

す

言

、
請
願
と
陳
情
の

f三
月
九
日
第
七
回
国
会
で
一一

ル

の
状
況
か
ら
三
月
十
五
日
ご
ろ
を
一
う
ぶ
ん
潜
水
し
て
、
も
し
種
子
が
一り
相
当
お
く
れ
て
発
芽
す
る
個
体
一
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
が
実
施
さ
れ

ひ
諸
学
校
生
徒
で
実
在
職
年
数
七一

ζ
れ
は
ご
く

一
部
の
人
た
ち
で
一
収
法
の
施
行
で

?

一月

二

軒

つ
の
や
り
方
が
あ

る

。

一

十

五

年
度
予
算
成
よ
こ
反
f
の

一

中
心
と
し
て
定
摘

聖

決
定
す
る
官
出
し
た
な
ら
ば
、
さ
ら
に
空

一は
発
芽
後
す
み
や
か
に
罰

し
て
一ま
す
が
、
完
全
な
調
査
が
で
き
る

年
以
上
の
も

の

一

あ

J

(二)

一
間
助
怖
の
請
求
は
七
月
ま
で

該
当
者
は
早
め
に
手
続
き
を
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一.劇，尉
J

衣

類

の

一

一

し

み

ぬ

き

一
メ
モ
.

-
i
t
1
4
1
1
一
お
正
月
は
列
出

が
多
い
し
、
ま
た
ご
ち
そ
う
に

な
っ
た
り
す
る
機
会
が
多
い
の

で
、
せ
っ
か
く
の
晴
れ
着
に
シ

ミ

(汚
点
)
を
つ
け
た
り
す
る

と
と
が
あ
り
ま
す
。
シ
ミ
ぬ
き

は
な
る
べ
く
早
く
、
布
地
と
染

色
を
損
じ
な
い
よ
う
に
行
な
う

の
が
コ
ツ
で
す
。

つ
ぎ
に
シ
ミ
ぬ
き
を

一
覧
表
に

し
て
み
ま
し
た
。

マ
し
よ
う
油
、
さ
と
う
、
み
そ

汁
な
ど
H
水
か
湯
で
す
ぐ
洗
う

昭和 35年 1月 10日
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申
位
洗
剤

(ソ
ー
プ
レ
ス
ソ
ー

プ
)
を
使
え
ば
完
全
。

マ
果
汁
、
梅
干
な
ど
H
石
げ
ん

水
で
洗
い
、
そ
の
あ
と
を
ア
ン

モ
ニ
ア
で
ふ
く
。

マ
油
、

ペ
ン
キ
、
印
肉
、

イ
ン

キ
日
ベ
ン
ジ
ン
も
し
く
は
揮
発

油
で
ふ
く
。
な
お
あ
と
が
残
る

よ
う
で
あ
っ
た
ら
巾
位
洗
剤
で

洗
う
。

マ
ニ
ス
リ
テ
レ
ビ
ン
油
で
ふ
き

あ
と
は
前
項
ど
お
り
。

マ
泊
な
ど
H
ぬ
れ
て
い
る
う
ち

な
ら
キ
リ
吹
き
で
水
を
か
け
て

お
げ
は
シ
ミ
に
な
ら
な
い。

あ

大
村
署
の
武
道
始
め

幻
日
中
央
公
民
舘
で

と
が
つ
い
た
と
き
は
ア
ン
モ
ニ
九

ア
で
ふ
き
、
湯
で
洗
う

。

『

マ
墨
汁
日
す
ぐ
な
ら
ば
石
け
ん
F

水
で
お
ち
る
が
、
そ
れ
で
も
と
一

れ
な
い
場
合
は
飯
粒
を
ぬ
り
つ
+

け、

十
五
分
く
ら
い
あ
と
に
湯
九

で
洗
う
、

干

マ
宵
イ
ン
キ
H
申
性
洗
剤
の
ぬ

一

る
ま
湯
で
洗
い
、

な
お
と
れ
な
干

い
と
き
は
イ
ン
ク
消
し
を
使
い
一

あ
と
を
水
で
よ
く
洗
う
。
イ
ン

寸

ク
消
し
が
な
い
と
き
は
、
ア
ン
~

モ
ニ
ア
、
し
ゅ
う
酸
、
過
マ
ン
寸

ガ
ン
酸
カ
リ
の
順
で
ふ
き
と
る
~

ム
鉄
サ
ピ
H
し
ゅ
う
酸
で
ふ
く

企

刷
局
『
寸

E
-一
一
日
巨
一
星
，
コ
匡
勇

試

験

の

お

知

ら

せ

.ーーーー--申

研
一
日
学
校
の
児
童
を
募
集

工
場
、
事
業
場
、
百
錦
、
そ
の

試
験
日
時
l
阻
和
三
十
五
年
三

他
、
計
量
器
を
使
用
す
る
場
所
に
一
月
三
十
日
、
三
十
一
日
〔
場
所

お
け
る
計
量
器
の
整
備
、
計
量
の
一
筆
記
試
験
!
申
央
計
量
検
定
所
福

正
確
の
保
持
、
計
量
方
法
の
改
善
一
同
支
所
(
福
岡
市
薬
院
堀
端
七
番

そ
の
他
適
性
な
計
量
の
実
胞
を
確
一
地
)
口
答
試
験
l
通
商
産
業
省
計

保
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
一

長
教
習
所
〕

ず
る
乙
と
を
職
務
と
す
る
計
量
士
一
試
験
科
目
筆
記
試
験

の
、
第
十
四
国
家
試
験
が
つ
ぎ
の

一

的
計
量
関
係
法
規

と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。
詳
細
は
一
例
計
量
に
関
す
る
物
象

商
工
水
産
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
一

例
計
量
儲
概
論

さ

い

。

料

計

量

管

理

概

論

自
衛
守
募
集

昭
和
三
十
凶
年
度
第
凶
次
自
衛
官

(
陸
、
海
、
空
士
)
を
募
集
し
て
い
ま
す
が
。

交
付
締
切
り
が

一
月
十
四
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
一
月
二
十
日
ま
で
延
期
し
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
、
試
験
の
前
日

(
一
月
二
十
五
日
)
ま
で
市
民
課
で
受
け
付

ηま
す
。

応
募
資
格
は
、
本
年
三
月
一
日
現
在
で
澗
十
八
才
以
上
二
十
五
才
ま
で
の
も
の
コ


